
1．平成２5年度研究活動等報告 

教授・安谷屋均 

著書 

1. 安谷屋均（2014）（監修）『看護 1000 解剖生理学科』、SENKKOSHA、全 221 頁 

 

学術論文（査読あり論文） 

1. 安谷屋均（2014）洞房ブッロクにおけるアセチルコリンの効果 

沖縄県立看護大学紀要 15：17-30 

 

 

教授・大湾明美 

 

教授・嘉手苅英子 

学術論文 

1. 嘉手苅英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2014）既習看護技術の 10 カ月後における学生の 

  技術修得状況－映像記録を用いた臥床患者の車いす移動技術の評価から－、沖縄県立看護大学紀要 15：77-85 

 

2．神里みどり・前田和子・赤嶺伊都子・田場由紀・謝花小百合・宮里智子・金城忍・上原和代・ 

  嘉手苅英子（2014）学習者主体の教育技法の修得に向けた全学的な取り組み、沖縄県 

   立看護大学教育紀要 1(1)：1-7 

 

 

教授・神里みどり 

学術論文（査読あり論文） 

1.  Midori Kamizato, Sayuri Jyahana, Naomi Tamai, Yuko Aihara, Kaori Saeki, Yukari Tukahara,  

   Ryuta Yosizawa, Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Mieko Taira, Risa Takamiya, Kumiko  

   Tamashiro, Mizuho Tajima(2013) Nurses' Use of  Alternative Medicine for Cancer Patients in 

   Japan. Journal of Nursing Care, 1-5. 

2． 玉城久美子、高宮里沙、神里みどり、謝花小百合、渡久山朝裕（2014）がん拠点病院における経験 

   年数 3－5 年目の看護師の見取りの看護、沖縄県立看護大学紀要 15：87－94 

3． 神里みどり、前田和子、赤嶺伊都子、田場由紀、謝花小百合、宮里智子、金城忍、上原和代、嘉手 

  苅英子（2014）学習者主体の教育技法の修得に向けた全学的な取り組み、沖縄県立看護大学教育実 

  践紀要 1（1）：1－7 

 

 

シンポジウム・報告会など 

1． 神里みどり（2013、12 月）島嶼看護の高度実践指導者の育成、第 33 回日本看護科学学会、社会に発信で 

   きる人材育成～未来をみすえた看護系大学院のあり方、大阪 

2． 神里みどり（2013、10 月）諸外国にみるへき地看護、第 8 回日本ルーラルナーシング学会、七尾市 

3． 神里みどり（2013、2 月）包括的専門看護師のあるべき姿、文部科学省専門的看護師・薬剤師養成補助事 

     業 成果報告会、沖縄県立看護大学、那覇市 



 

学会 

1.   Midori Kamizato, Jahana Sayuri, Yuko Aihara, Naomi Tamai, Mieko Taira, Risa Takamiya, Kumiko 

    Tamashiro,  Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Kaori Shimizu, Ryuta Yosizawa, Kaori Saeki(2013、June),  

    Oncology nurses’ use and effect of aromatherapy for cancer patients, Support Care in Cancer 21(1),p267, 

    Berlin. 

2. Jahana Sayuri, Midori Kamizato(2013, June) Bereavement Care After Patients' Immediate Death and  

    Postmortem Care in Japan, Support Care in Cancer 21( 1), p233, Berlin. 

3. 濱田香純、神里みどり（2014、2 月）終末期で化学療法を継続する造血器腫瘍患者と家族に対する緩和ケ 

  アのあり方、日本がん看護学会誌 28、ｐ131、新潟市 

4.   玉城久美子、神里みどり、謝花小百合、渡久山朝裕（2014、2 月）がん拠点病院における経験年数 3－5 年 

   目の看護師の見取りの看護ー新人から現在までの看護を振り返ってー、日本がん看護学会誌 28、ｐ249、新 

    潟市 

5． 玉井なおみ、神里みどり（2014 年、2 月）乳がん体験者が乳がん体験から受ける思い、日本がん看護学会誌 

    28、ｐ319、新潟市 

6. 永野佳世、神里みどり（2014 年、9 月）救急・ICU 看護師の臓器提供に関する認識の現状と課題、第 49 回 

  日本移植学会総会、京都 

 

 

報告書等 

1. 神里みどり（2014）島しょにおける「包括的専門看護師」の養成ー「教育カリキュラム開発による看護の役 

  割拡大」の教育プログラム、前田和子他編．『平成 25 年度 成果報告書』 那覇：沖縄県立看護大学 

 

教授・川崎道子 

  なし 

 

教授・金城芳秀 

著書 

1.  金城芳秀（2014）「第 8 章 頻度、疫学指標」縣 俊彦編著『EBM のための臨床疫学＜増補版＞』、中外医学 

   社、  東京、PP. 103-113.   

2. 金城芳秀（2014）「第 VIII 章 大規模研究の結果 3.MWS(Million Women Study）」日本女性医学学会編 

   『女性医学ガイドブック更年期医療編』 金原出版、東京、PP. 428-432.  

 

教授・新城正紀 

  なし 

 

教授・玉城清子 

学術論文（査読あり論文） 

1. 西平朋子・玉城清子（2014) ダウン症の子を持つ母親が子どもを受け入れていくプロセス、沖縄県立大学紀

要 15:67-75 

学会 

 1. 吉川智恵子・上田礼子・玉城清子・西平朋子・嘉陽田友香・天久ひとみ・上間ひろみ・宮平厚子 



   (2013 年 11 月) 子育て支援活動を目指した地域ネットワークの構築 －子ども虐待予防のために－ 

   第 78 回日本民族衛生学会 佐賀市 

2.  上田礼子・吉川智恵子・西平朋子・玉城清子・宮澤純子・安里佐知子・宮平厚子（2013 年 11 月）  

  子ども虐待予防のリスクおよびポピュレーションアプローチ －PACAP と USDT の効用－  

  第 78 回日本民族衛生学会 佐賀市 

  

 

教授・永島すえみ 

  なし 

 

 

教授・峰岸まや子 

解説論文（依頼原稿） 

１.  峰岸まや子（2013）助産師教育機関紹介シリーズ 沖縄県立看護大学 別科助産専攻 

     日本助産師会機関誌 助産師 Vol．67 No.4：44-46 

   

教授・宮城恵子 

 学会発表 

1. 金城なつみ 伊藤智美 宮城惠子（2014 年 2 月）、『新人看護教育におけるリフレクションの活用』沖縄県 看 

  護研究学会学術集会発表 沖縄市 

   

准教授・小池秀子 

学会 

  Kayuri Furuya1), Noriko Hiraga2), Hideko Koike3)（24 July 2013）THE Quality Of Life (QOL) Of 

    Japanese Schoolchildren Of Outpatient, Sigma Theta Tau International's 24th International Nursing  

    Research Congress（Praha） 

 

 

准教授・佐久川政吉 

  なし 

 

准教授・渡久山朝裕 

学術論文（査読あり論文） 

1. 玉城久美子・高宮里沙・神里みどり・謝花小百合・渡久山朝裕（2014）がん拠点病院における経験年数 3－ 

    5 年目の看護師の看取りの看護―新人から現在までの看護を振り返って―、沖縄県立看護大学紀要 14:87-94 

 

学会 

1. 前田節雄，渡久山朝裕，小林甲児，中谷任徳，中谷明子（2013 年 11 月）、コールセンターでの騒 

  音暴露実態調査の試み―ノーマルヘッドセットと骨伝導ヘッドセット使用による聴力の一時的閾値 

  移動―、第 53 回近畿産業衛生学会、京都市 

 

 



准教授・仲宗根洋子 

学会 

1.  仲宗根洋子 神里みどり（2013 年、2 月）、THE HEALTY LIFESTYLE OF PATIENTS WITH SEVERE 

   DIABETES IN REMOTE ISLANDS、The 16th East Asian Forum of Nursing Scholars(EAFONS)、Bangkok, 

    Thailand pp.178 

 
 

講師・赤嶺伊都子 

   なし 

 

講師・井上松代 

   シンセサイザー（2013) 母性・助産領域担当 

  井上松代、 Self-administered questionnaire versus interview as a screening method for 

    intimate partner violence in the prenatal setting in Japan: A randomised controlled trial  

    BMC Pregnancy and Childbirth 2010, 10:84 

 

 

学会 

１.  井上松代、新城正紀（2013 年 8 月 31 日・9 月 1 日）、看護系大学生が中学生を対象に行った「男女交際と  

    命の誕生」の授業評価、第 32 回日本思春期学会学術集会、和歌山市 

2． 新城正紀、井上松代(2013 年 10 月）、病院勤務看護者の DV 被害女性患者早期発見と支援機関紹 

  介や情報提供実施状況、第 72 回日本公衆衛生学会総会、三重県津市 

 

 

講師・上原和代 

学術論文（査読あり論文） 

1.  上原和代、鈴木ミナ子、仲間富佐江、国吉ひろみ（2014）看護学生による保育所の子どもたちへの健康教育 

    の試み、沖縄県立看護大学教育実践紀要、1（1）、pp.8-15 

報告書等 

1.  上原和代、小児保健看護シミュレーションに基づく学習、（2014.3）、前田和子監修 沖縄県立看護大学シン 

    セサイザー、12（1）、pp7-12 

1.  大湾明美、佐久川政吉、上原和代、牧内忍、山口初代、當山紀子（2014.3）「第Ⅳ章 入門研修（理解者育成 

   コース）の実施・評価」 前田和子 他 編．『島しょ・へき地看護職者の人材養成・人材確保事業 島し 

  ょ看護職者研修事業成果報告書 平成 24 年度～平成 25 年度』、pp.21-38 

 

 

講師・大川嶺子 

学術論文（査読あり論文） 

 1． 山口初代・大湾明美・佐久川昌義・田場由喜・榮口咲・大川嶺子・糸数仁美・ 

   坂東留美・前泊博美（2014）「男性高齢者の”生きがい就労”の実態とニーズ －A島の 

   当事者の語りから－」沖縄県立看護大学紀要 15：43-52 

 

 



学会 

１. 大川嶺子（2013.10）「地域文化の視点からの住民理解 －「違和感」を「入口にして」 

駒ヶ根：第 7 回日本ルーラル看護学会 

1.  山口初代・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・玉城咲・大川嶺子・糸数仁美・坂東瑠美・ 

  前泊博美（2013.10）「当事者の語りによる高齢者の"生きがい就労”の実態とニーズ 

  第 1 報 －男性高齢者の場合－」 駒ヶ根：第 7回日本ルーラル看護学会 

 

報告書等 

1. 大川嶺子（2014）「精神科を退院した患者が認知するストレスとストレスコーピング」シンセサイザー                          

  12（1）pp.33-38  

 

 

講師・賀数いづみ 

学会  

1.  賀数いづみ、西平朋子（2013 年 10 月） 

  「若年妊娠出産に関わる助産師の経験した支援困難事例と看護の視点」 

  第 54 回日本母性衛生学会学術集会 (さいたま市） 

  

学内 

１．賀いづみ BENTO SESSION「学生の学習支援～ALOHA note・ゆいノート～」 

    那覇市,沖縄県立看護大学,2013.7.31 

 

 報告書等  

1.  賀数いづみ 佐久川政吉 宮里智子「第Ⅴ章 第 1 段階研修(協力者育成コース） 

    前田和子他編『島しょ・へき地看護職者の人材養成・人材確保事業  

  島しょ看護職者研修事業 成果報告書 平成 24 年度から平成 25 年度』  

  那覇：沖縄県立看護大学、pp39-60.2014 年 3 月． 

 

  

講師・金城忍 

翻訳 

１．（出版予定）Janet Houser, Kathleen S. Oman 著：金城忍，他（2010）「第 12章 EBP の遂行 第６節 ジ 

    ャーナルクラブ（査読会）」 『EVIDENCE-BASED PRACTICE  An Implementation Guide for Healthcare 

    Organizations』 JONES & BARLETT PUB、PP. 196-204 

 

学術論文（査読あり論文） 

１. 嘉手苅 英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2014）既習看護技術の 10カ月後における学生 

    の技術修得状況－映像記録を用いた臥床患者の車いす移動技術の評価から－、沖縄県立看護大学紀要 15： 

    77-85 

 

学術論文（査読なし論文） 

１．金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵・永野佳世・魚住明香・源河朝治（2014）看護学生の誤薬、沖縄



県立看護大学シンセサイザー、12（1）：18-23 

学会 

１．金城忍・新垣徳子・友寄幸子・小橋川寿賀子・備瀬珠美・比嘉紀夫・伊良皆美香・上里とも子・浜本強・粟 

    国あつみ・翁長悦子・伊集京美・仲座明美・我謝美和子（2014 年 2月）平成 25年度看護協会教育委員会活 

    動報告と今後の課題、第 29 回沖縄県看護研究学会学術集会、沖縄市 

  

 

講師・謝花小百合 

著書（分担の場合、章は「 」、書名は『 』とする） 

 ・金城忍・謝花小百合（2013)「第 2 章 ２．「注射（皮内・皮下・筋肉内）」安酸史子監修『ケアリング 

  に基づく看護技術支援マニュアル』、メジカルフレンド社、東京、pp30-45 

学術論文（査読あり論文） 

1.  Midori Kamizato, Sayuri Jyahana, Naomi Tamai, Yuko Aihara, Kaori Saeki, Yukari Tukahara,  

   Ryuta Yosizawa, Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Mieko Taira, Risa Takamiya, Kumiko  

   Tamashiro, Mizuho Tajima(2013) Nurses' Use of  Alternative Medicine for Cancer Patients in 

   Japan. Journal of Nursing Care, 1-5. 

2. 玉城久美子、高宮里沙、神里みどり、謝花小百合、渡久山朝裕（2014）がん拠点病院における経験 

    年数 3－5 年目の看護師の見取りの看護、沖縄県立看護大学紀要 15：87－94 

3.  神里みどり、前田和子、赤嶺伊都子、田場由紀、謝花小百合、宮里智子、金城忍、上原和代、嘉手 

    苅英子（2014）学習者主体の教育技法の修得に向けた全学的な取り組み、沖縄県立看護大学教育実 

  践紀要 1（1）：1－7 

 

学会 

1.  Midori Kamizato, Jahana Sayuri, Yuko Aihara, Naomi Tamai, Mieko Taira, Risa Takamiya,  

    Kumiko Tamashiro,  Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Kaori Shimizu, Ryuta Yosizawa, Kaori  

    Saeki(2013、June), Oncology nurses’ use and effect of aromatherapy for cancer patients, Support  

    Care in Cancer 21(1), p267, Berlin. 

2.  Jahana Sayuri, Midori Kamizato(2013, June) Bereavement Care After Patients' Immediate Death  

    and Postmortem Care in Japan, Support Care in Cancer 21( 1), p233, Berlin. 

3.  玉城久美子、神里みどり、謝花小百合、渡久山朝裕（2014、2 月）がん拠点病院における経験年数 3 

  －5 年目の看護師の見取りの看護ー新人から現在までの看護を振り返ってー、日本がん看護学会誌 28、 

  ｐ249、新潟市 

 

報告書等 

     1．シンセサイザーの編集・発刊（第 12 巻 1号 2014 年 3 月） 

   

講師・田場由紀 

  なし 

講師・牧内忍 

  なし 

講師・宮里智子 

学術論文（査読あり論文） 



1. 神里みどり,前田和子,赤嶺伊都子,田場由紀, 謝花小百合, 宮里智子,金城忍, 上原和代, 嘉手苅英子 

   (2014):  学習者主体の教育技法の修得に向けた全学的な取り組み, 沖縄県立看護大学教育実践記 

   要 1(1),1-7. 

2. 嘉手苅 英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2014）既習看護技術の 10 カ月後における学生の 

   技術修得状況－映像記録を用いた臥床患者の車いす移動技術の評価から－、沖縄県立看護大学紀要 15：77-85 

報告書等 

1.  編集：前田和子・神里みどり、執筆協力者：池田明子、大川嶺子、大湾明美、嘉手苅栄子、神里みどり、川崎道 

   子、金城芳秀、小池秀子、佐久川政吉、謝花小百合、玉城清子、永島すえみ、仲宗根洋子、前田和子、宮里智子、 

   與座千代子（2014）：平成 23 年度 専門的看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括的専門看護 

   師」の養成-「教育カリキュラム開発による役割拡大」の教育プログラム- 平成 25 年度 成果報告書 

2. 前田和子、大湾明美、佐久側川政吉、仲宗根洋子、賀数いづみ、牧内忍、宮里智子、上原和代、山口初代、當山紀 

   子：島しょ・へき地看護職者の人材養成・人材確保事業、島しょ看護研修事業成果報告書 平成 24 年度～平成 25 

   年度. 

 

 

講師・長堀智香子 

学術論文（査読あり論文） 

2. 長堀智香子（2014）ベナン共和国における精神障がいを抱える患者の統合医療に対する想い、日本精神保健 看 

   護学会誌 22（2）：75-81 

2. 長堀智香子（2014）ベナン共和国における家庭分娩選択の要因と伝統的産婆の役割について、看護総合科学   

   研究会誌 15(2)：13-21 

 

学会 

１．長堀智香子（2013 年 10 月）、ベナン共和国における家庭分娩選択の要因について、看護総合科学研究会第   

    17 回学術集会、札幌市 

1.  長堀智香子（2013 年 12 月）、ベナン共和国における精神医療の現状と課題、第 17 回 日本統合医療学会、 

    東京都 

 

 

講師・山城綾子 

報告書等 

1. 山城綾子（2014）「米国の第二外国語としての英語クラスでの多読－良い点－」 前田和子監修．『シンセサ

イザー』 那覇：沖縄県立看護大学、第 12 巻 第 1 号 pp．39-43 

 

講師・中原芳子 

  なし 

 

講師・大城すぎの 

報告書等 

  １ シンセサイザーディスカッションの準備 

  ２ シンセサイザー報告書作成 

  ３ これまでのシンセサイザーの教育実践への活用についての取り組みの文書作成 



 

 

助教・糸数仁美 

学会 

 1．糸数仁美・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・山口初代・長嶺由利子・渡真利木綿子（2013 年 10 

  月）：地域アセスメントにおける生活者の視点の活用方法の検討－小離島での生活者のインタビュー 

  から－、日本ルーラルナーシング学会 第 8回学術集会、石川県七尾市 

 

 

助教・西平朋子 

学術論文（査読あり論文） 

1.  西平朋子・玉城清子（2014) ダウン症の子をもつ母親が子どもを受け入れていくプロセス－ダウン症 

   児の親になることの受容－、沖縄県立看護大学紀要 13:67-75 

学術論文（査読なし論文） 

1.  西平朋子・上田礼子・玉城清子・吉川千恵子（2014) 子育て支援に関わる関連職者の子ども虐待の 

   予防教育の効果、沖縄の小児保健 41:22-28 

2. 吉川千恵子・上田礼子・宮平厚子・西平朋子・玉城清子（2014）、子ども虐待予防のニーズと新た 

   な取り組み－親教育（子育て交流会）の試み－、沖縄の小児保健 41:15-21 

 

学会 

1.  西平朋子・上田礼子・玉城清子・吉川千恵子（2013 年 6 月）、子育て支援に関わる関連職者の子ど 

   も虐待の認識－研修会参加者の自由記述－、平成 25 年度沖縄県小児保健学会、南風原町  

2.  吉川千恵子・上田礼子・宮平厚子・西平朋子・玉城清子（2013 年 6 月）、子ども虐待予防のニーズ 

  と新たな取り組み－親教育（子育て交流会）の試み－平成 25 年度沖縄県小児保健学会、南風原町 

3.  上田礼子・吉川千恵子・西平朋子・玉城清子・宮澤純子、他 2 名（2013 年 11 月）、子ども虐待予防 

  のリスクおよびポピュレーションアプローチ－PACAP と USDT の効用－、第 78 回日本民族衛生学 

  会総会、佐賀市 

4.  吉川千恵子・上田礼子・玉城清子・西平朋子・嘉陽田友香、他 3 人（2013 年 11 月）、子育て支援活 

  動を目指した地域ネットワークの構築－子ども虐待予防のために－、第 78 回日本民族衛生学会総会、 

   佐賀市  

5.  賀数いづみ・西平朋子（2013 年 10 月）、若年妊娠・出産に関わる助産師の経験した支援困難事例と 

  看護の視点、第 54 回日本母性衛生学会学術集会、さいたま市 

 

報告書等 

1. 久米島子育て支援研究会（2014 年 3 月）、久米島子育て支援活動報告書、那覇：沖縄県立看護大学  

2. 久米島庁役場福祉課（2014 年 3 月）、久米島町母子保健推進員活動報告書、久米島：久米島庁役場 

 

 

助教・丸山義浩 

学術論文（査読あり論文） 

 精神看護実習の記録に表らた学生の問題解決―対応分析を用いた問題解決の過程の検討 

 ―；沖縄県看護研究学会集録；第 29 回；ｐ69-72；2013；丸山義浩 



 

助教・宮城裕子 

学術論文（査読あり論文） 

1. 石川りみ子、宮城裕子、荒木美名子、佐久川和子(2014.3)「島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅療養

支援モデルの構築ー外来看護における在宅酸素療法患者療養支援活動の評価ー」、聖母大学紀要 10:15-22 

2. 石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子、本村悠子、宮国弘子（2014.3）「島嶼に居住する在宅酸素療法患者

の在宅療養支援モデルの構築ー在宅酸素療法患者の療養状況と伝統行事参加の現状ー」、聖母大学紀要

10:7-14 

3. 石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子（2013.4）「島しょに居住する在宅酸素療法患者の在宅療養に影響す

る要因と支援体制の検討」、日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 23:103-110 

 

 

学会 

1. 石川りみ子、宮城裕子、荒木美名子、佐久川和子（2013 年 10 月）、島嶼に居住する在宅酸素療法患者の

在宅療養支援モデルの構築 外来看護における在宅酸素療法患者療養支援活動の評価、日本呼吸ケア・

リハビリテーション第 23 回学術集会、東京都 

 

 

助教・山口初代 

学術論文（査読あり論文） 

1. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・榮口咲・大川嶺子・糸数仁美・坂東瑠美・前泊仁美（2014）

男性高齢者の“生きがい就労”の実態とニーズ－A 島の当事者の語りから－、沖縄県立看護大学紀要

15:43-51 

 

学会 

1. 大湾明美・山口初代・田場由紀・伊牟田ゆかり・佐久川政吉・玉城咲（2013 年 6 月）、超高齢社会における 

   要介護高齢者の“社会貢献”、日本老年看護学会第 18 回学術集会、大阪市 

2. 伊牟田ゆかり・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・山口初代・玉城咲（2013 年 6 月）、超高齢社会における 

    要介護高齢者の知恵と力を活かした社会貢献の実態、日本老年看護学会第 18 回学術集会、大阪市 

3. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・榮口咲・大川嶺子・糸数仁美・坂東瑠美・前泊仁美（2013 

    年 10 月）当事者の語りによる高齢者の“生きがい就労”の実態とニーズ 第 1 報－男性高齢者の場合－、 

   日本ルーラルナーシング学会第 8 回学術集会、石川県七尾市 

4. 坂東瑠美・山口初代・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・前泊仁美（2013 年 10 月）当事者の語りによる高 

  齢者の“生きがい就労”の実態とニーズ 第 2 報－女性高齢者の場合－、日本ルーラルナーシング学会第 8 

  回学術集会、石川県七尾市 

5. 長嶺由利子・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・山口初代・糸数仁美（2013 年 10 月）高齢者たちによる自 

   主活動“模合”の特徴－小離島の事例－、日本ルーラルナーシング学会第 8 回学術集会、石川県七尾市 

6. 糸数仁美・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・山口初代・牧内忍・長嶺由利子・渡真利木綿子（2013 年 10 

  月）地域アセスメントにおける生活者の視点の活用方法の検討－小離島での生活者のインタビューから－、 

  日本ルーラルナーシング学会第 8 回学術集会、石川県七尾市 

7. 美底恭子・大湾明美・山口初代（2013 年 10 月）、小離島における島外入院から在宅看取りにむけた診療所 

  看護師の準備ケア、日本ルーラルナーシング学会第 8 回学術集会、石川県七尾市 



報告書等 

1. 大湾明美・佐久川政吉・牧内忍・上原和代・山口初代・當山紀子（2014）「第Ⅳ章 入門研修（理解者育成コ 

  ース）の実施・評価」 前田和子他編．『島しょ・へき地看護職者の人材養成・人材確保事業 島しょ看護 

  職者研修事業 成果報告書 平成 24 年度～平成 25 年度』 那覇：沖縄県立看護大学、pp．21-38 

 

助教・大島泰子 

  なし 

 

 

助教・與座千代子 

著書（分担の場合、章は「 」、書名は『 』とする） 

1. 與座千代子、上原恒夫（2014）「第 2 部 沖縄の精神保健福祉のあゆみ：各論編【沖縄本島以外での地域の精 

  神保健福祉のあゆみ】、粟国村の精神保健」、北村毅編『沖縄における精神保健福祉のあゆみ －沖縄県精神 

  保健福祉協会創立 55 周年記念誌－』、沖縄：沖縄県精神保健福祉協会、217-229. 

 

その他（上記以外） 

1. 與座千代子（2013）「公衆衛生看護の教育と実践についての欧州連合とカナダのレビュー」、 

   沖縄県立看護大学シンセサイザー12-1, 13-17. 

     ※ 文献講読、ディスカッションの準備・報告書作成の担当 

 

 

助教・山本真充 

解説論文（依頼原稿） 

1． 山本真充・蝦名美智子（2013）ツールを用いなくてもできるプレパレーション、小児看護 36（5）、533-539． 

  

報告書等 

 （ハワイセミナー2012 報告書を記載していますが、まだ発行されていません。） 

 

助手・伊良波理絵 

学術論文（査読あり論文） 

1. 嘉手苅英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2014）既習看護技術の 10 ヵ月後における学生の

技術修得状況－映像記録を用いた臥床患者の車いす移動技術の評価から－、沖縄県立看護大学紀要15：77-85． 

 

助手・金城里奈 

   なし 

 

助手・嘉陽田友香 

学会 

2. 吉川千恵子・上田礼子・玉城清子・西平朋子・嘉陽田友香・天久ひとみ・上間ひろみ・宮平厚子（2013）子

育て支援活動を目指した地域ネットワークの構築―子ども虐待予防のためにー、第 78 回日本民族衛生学会 

    助手・下中壽美 

  シンセサイザー（実践での活用報告）担当 



  １．下中壽美、教育実践での取り組み報告 

助手・宮里暁乃 

  なし 

 

助手・永野佳世 

学術論文（査読あり論文）  

1.  Midori Kamizato, Sayuri Jyahana, Naomi Tamai, Yuko Aihara, Kaori Saeki, Yukari  

    Tukahara,  

     Ryuta Yosizawa, Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Mieko Taira, Risa Takamiya, Kumiko  

    Tamashiro, Mizuho Tajima(2013) Nurses' Use of  Alternative Medicine for Cancer Patients in 

   Japan. Journal of Nursing Care, 1-5. 

 

学会  

1.  永野佳世．神里みどり、(2013年9月)、救急･ICU看護師の臓器提供に関する認識の現状と課題、第49回日本  

     移植学会総会、京都 

2.  永野佳世、(2013年10月)、救急･ICU看護師の臓器提供にかかわる看護実践の現状と課題、第9回日本移植・ 

     再生医療看護学会学術集会、東京 

 3. Midori Kamizato, Jahana Sayuri, Yuko Aihara, Naomi Tamai, Mieko Taira, Risa Takamiya,    

    Kumiko Tamashiro,  Kasumi Hamada, Kayo Nagano, Kaori Shimizu, Ryuta Yosizawa, Kaori    

  Saeki(2013、June), Oncology nurses’ use and effect of aromatherapy for cancer patients,      

  Support Care in Cancer 21(1), p267, Berlin. 

 

 

助手・荻堂亜梨沙 

  なし 

 

 

 

 

 


